
藤
原
定
頼
、

妻
子
を
置
き
去
り
に
し
て
実
家
に
帰
る

ー
『
小
右
記
』
万
寿
二
年
（
一

O
二
五
）
八
月
二
十
四
日
条
の
解
釈
l

下
向
井

龍
彦

は
じ
め
に
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藤
原
定
頼
（
九
九
五

5
一
O
四
五
）
は
四
条
大
納
言
公
任
の
長
男
、
能
書
家
に
し

て
中
古
三
六
歌
仙
の
一
人
に
数
え
ら
れ
、
管
弦
に
も
長
じ
た
父
譲
り
の
多
才
の
人
で

あ
る
さ
。
『
大
鏡
』
（
第
二
巻
太
政
大
臣
頼
忠
廉
義
公
）
に
「
左
大
弁
定
頼
の
君
、

わ
か
殿
上
人
の
中
に
、
心
あ
り
、
歌
な
ど
も
上
手
に
て
お
は
す
め
り
」
と
あ
り
、
ま

た
道
長
か
ら
は
皮
肉
を
込
め
な
が
ら
も
「
才
能
太
賢
」
「
博
雅
・
文
筆
・
管
弦
者
」
と

そ
の
才
気
を
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
『
後
拾
遺
和
歌
集
』
以
下
勅
撰
集
に
四
六
首
も

入
集
し
て
お
り
、
私
家
集
に
『
定
頼
集
』
が
あ
る
。
『
小
倉
百
人
一
首
』
（
六
四
番
）

第 5号史人

朝
ぼ
ら
け
宇
治
の
川
霧
絶
え
絶
え
に

あ
ら
は
れ
わ
た
る
瀬
々
の
網
代
木

（
『
千
載
和
歌
集
』
冬
四
一
九
）

が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

『
十
訓
抄
』
（
第
三
の
一
）
に
載
せ
ら
れ
た
和
泉
式
部
の
娘
小
式
部
内
侍
と
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
は
有
名
で
あ
る
。
母
和
泉
式
部
が
丹
波
守
と
し
て
赴
任
し
た
夫
藤
原
保
昌
と

と
も
に
丹
波
国
に
あ
っ
た
と
き
、
小
式
部
は
あ
る
歌
合
わ
せ
に
召
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
小
式
部
の
歌
は
す
べ
て
母
の
代
作
と
い
う
噂
が
ひ
ろ
ま
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、

中
納
言
定
頼
が
小
式
部
の
部
屋
の
前
を
「
丹
波
へ
遣
わ
し
た
使
い
は
帰
っ
て
き
ま
し

た
か
。
さ
ぞ
待
ち
遠
し
い
こ
と
で
し
ょ
う
ね
」
と
冷
や
か
し
な
が
ら
通
り
過
ぎ
よ
う

と
し
た
。
す
る
と
小
式
部
は
御
簾
か
ら
出
て
き
て
定
頼
の
袖
を
つ
か
み
、

大
江
山
い
く
野
の
道
の
遠
け
れ
ば
ま
だ
ふ
み
も
み
ず
天
の
橋
立

と
詠
み
掛
け
た
（
『
金
葉
和
歌
集
』
雑
上
五
四
三
『
小
倉
百
人
一
首
』
六

O
番）。

こ
れ
ほ
ど
の
歌
を
即
興
で
詠
む
小
式
部
の
才
に
恐
れ
を
な
し
た
定
頼
は
返
歌
も
で
き

ず
、
っ
か
ま
れ
た
袖
を
ふ
り
ほ
ど
い
て
逃
げ
出
し
た
と
い
う
。

能
書
家
と
し
て
は
、
た
と
え
ば
長
和
五
年
（
一

O
二
ハ
）
十
月
二
日
、
文
章
道
の

大
家
式
部
大
輔
藤
原
広
業
が
作
っ
た
、
道
長
が
左
大
臣
・
准
三
宮
を
辞
す
る
上
表
文

を
書
写
し
た
の
は
、
当
時
右
中
弁
・
中
宮
権
亮
（
中
宮
は
道
長
女
婿
子
）
定
頼
で
あ

り
、
そ
れ
を
道
長
は
「
其
書
様
甚
以
美
也
」
と
絶
賛
し
て
い
る
（
『
御
堂
関
白
記
』
）
。

道
長
は
後
述
す
る
と
お
り
し
ば
し
ば
宮
廷
社
会
で
の
定
頼
の
評
判
を
暖
め
る
罵
声
を

浴
び
せ
て
い
る
が
、
能
書
家
と
し
て
の
彼
を
高
く
評
価
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
権
中

納
言
だ
っ
た
長
久
三
年
（
一

O
四
二
）
正
月
二
十
二
日
に
は
、
「
殿
舎
額
賞
」
に
よ
っ

て
正
二
位
に
昇
叙
し
て
い
る
（
『
公
卿
補
任
』
）
。

本
稿
は
、
こ
れ
ま
で
婚
姻
史
（
離
婚
史
）
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
、
定

頼
が
妻
子
を
置
き
去
り
に
し
て
実
家
四
条
宮
に
帰
往
し
た
こ
と
を
語
る
『
小
右
記
』

万
寿
二
年
（
一

O
二
五
）
八
月
二
十
四
日
条
を
厳
密
に
解
釈
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

家
族
史
ま
た
は
婚
姻
史
に
一
つ
の
事
例
を
提
供
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
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定
額
の
結
婚
、
覇
宅
で
の
同
居
、
そ
し
て
妻
子
を
置
き
去
り
に
実
意
帰
住

定
頼
は
、
二
ハ
歳
の
寛
弘
七
年
（
一

O
一
O
）
、
正
五
位
下
右
少
将
の
と
き
、
道
長

嫡
妻
倫
子
の
甥
で
道
長
家
家
可
、
四
位
下
左
少
将
源
済
政
（
？

1
一
O
四
一
）
女
の

も
と
に
通
っ
て
い
た
。
九
月
五
日
、
二
人
は
正
式
に
結
婚
し
た
が
、
こ
の
と
き
倫
子

は
次
の
記
事
に
見
る
と
お
り
、
甥
済
政
の
女
に
お
祝
い
と
し
て
蘇
芳
の
枕
と
薫
香
入

り
の
銀
小
箱
を
送
っ
て
い
る
。

済
政
朝
臣
家
定
頼
来
通
、
女
方
蘇
芳
枕
一
面
・
銀
小
宮
一
双
入
薫
香
送
、

（
『
御
堂
関
白
記
』
寛
弘
七
年
十
一
月
五
日
条
）

結
婚
よ
り
三
箇
月
あ
ま
り
前
の
七
月
二
十
九
日
、
雨
天
の
な
か
決
行
さ
れ
た
相
撲

召
合
に
お
い
て
、
取
組
の
途
中
に
雨
が
や
ん
だ
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
左
右
少
将
と
し
て



『小右記』こぼれ話

相
撲
の
運
営
に
あ
た
っ
て
い
た
済
政
と
定
頼
は
、
一
緒
に
雨
除
け
の
張
建
を
外
し
て

い
る
（
『
御
堂
開
自
記
』
）
。
左
右
少
将
と
し
て
、
相
撲
・
競
馬
・
賭
射
な
ど
の
運
営

を
一
緒
に
す
る
な
か
で
、
ま
た
殿
上
人
と
し
て
と
も
に
宿
直
・
陪
膳
に
奉
仕
す
る
な

か
で
、
親
子
ほ
ど
の
年
の
差
の
あ
る
こ
人
は
、
管
弦
を
噌
む
同
好
の
士
と
し
て
親
交

を
深
め
、
済
政
は
定
頼
を
婿
と
す
る
こ
と
を
望
ん
だ
の
か
も
し
れ
な
い
。
森
本
元
子

氏
は
「
音
楽
の
名
手
で
あ
っ
た
公
任
を
父
と
し
、
自
身
も
笛
を
よ
く
し
た
定
頼
が
、

済
政
女
と
結
婚
す
る
に
つ
い
て
は
、
そ
の
方
面
の
ゆ
か
り
が
十
分
考
え
ら
れ
て
よ

い
」
と
す
る
。
長
和
五
年
（
一

O
一
六
）
一
二
月
二
日
、
石
清
水
臨
時
祭
祭
使
に
道
長

息
三
位
中
将
能
信
が
定
め
ら
れ
、
舞
人
と
伴
奏
を
す
る
陪
従
が
選
ば
れ
た
が
、
殿
上

四
位
の
陪
従
と
し
て
讃
岐
守
済
政
・
右
中
弁
定
頼
の
男
婿
が
選
ば
れ
た
（
『
小
右

記
』
）
。
摂
政
道
長
の
は
か
ら
い
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
定
頼
を
疎
ん
じ
な
が
ら
も
、

祭
使
能
信
の
華
や
か
さ
を
彩
る
陪
従
に
管
弦
の
才
あ
る
済
政
・
定
頼
の
男
婿
を
抜
擢

し
た
の
で
あ
る
。

済
政
女
と
結
婚
し
た
定
頼
は
、
済
政
宅
に
同
居
し
た
。
婚
姻
史
で
い
う
純
招
婿
婚

の
か
た
ち
で
あ
る
き
。
長
和
五
年
六
月
、
金
峯
山
詣
の
た
め
の
御
獄
精
進
中
に
重
病

に
陥
っ
た
定
頼
の
父
権
大
納
言
公
任
は
、
参
詣
を
諦
め
、
七
月
一
日
、
療
養
の
た
め

「
讃
岐
守
済
政
宅
」
に
渡
っ
た
。
前
日
、
公
任
家
家
司
は
実
資
邸
に
来
て
、
公
任
が

「
右
中
弁
定
頼
宅
」
に
移
る
こ
と
を
伝
え
て
い
る
（
『
小
右
記
』
六
月
二
十
八
日
条
、

三
十
日
条
）
。
済
政
宅
は
同
時
に
定
頼
宅
で
も
あ
り
、
定
頼
が
済
政
と
同
居
し
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
公
任
・
済
政
の
両
家
が
親
密
な
関
係
で
あ
っ
た
こ
と
も
う
か

が
わ
れ
る
。

寛
仁
元
年
（
一

O
一
七
）
八
月
三
日
に
は
中
宮
新
子
が
済
政
宅
に
行
啓
し
、
済
政

婿
定
頼
が
行
啓
賞
と
し
て
正
四
位
下
に
加
階
さ
れ
た
。
『
左
経
記
』
一
二
日
条
に
は
、

右
中
弁
夜
部
被
叙
正
四
位
下
、
是
自
讃
岐
守
宅
、
中
宮
濯
一
条
殿
、
依
因
縁
家

主
所
譲
其
賞
也
云
々
、

と
あ
り
、
済
政
へ
の
勧
賞
が
婿
定
頼
に
譲
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
も
男
と

婿
の
良
好
な
関
係
が
見
て
取
れ
る
。
寛
仁
二
年
に
は
、
済
政
宅
で
男
子
（
経
家
）
が

生
ま
れ
た
。
定
頼
は
婿
と
し
て
済
政
宅
で
平
穏
な
日
々
を
過
ご
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

森
本
元
子
氏
は
、
「
こ
の
妻
の
も
と
で
平
和
な
家
庭
生
活
が
営
ま
れ
て
い
た
と
想
像

さ
れ
」
る
、
「
定
頼
の
通
っ
た
女
性
は
二
、
三
に
と
ど
ま
ら
な
い
と
は
い
っ
て
も
、
妻

と
定
め
た
人
は
、
長
子
経
家
の
母
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
女
子
二
人
の
母
で
も
あ
る
済

政
女
ひ
と
り
だ
っ
た
」
、
ご
」
の
妻
は
『
定
頼
集
』
他
撰
本
で
は
『
う
へ
』
と
よ
ば
れ

て
い
る
」
、
と
す
る
。
柏
木
氏
は
、
二
人
の
仲
睦
ま
じ
さ
が
想
像
さ
れ
る
一
首
と
し
て
、

「
い
と
あ
か
う
し
も
あ
ら
ぬ
月
に
、
き
く
の
い
と
し
ろ
う
見
ゆ
る
を
、
う
へ
の
帳
の

ま
へ
に
ふ
し
た
ま
へ
る
を
、
や
と
お
こ
し
き
こ
へ
給
け
る
を
、
お
き
た
ま
は
ざ
り
け

れ
ば
」
と
い
う
詞
書
が
あ
る
、
「
あ
づ
さ
ゆ
み
を
し
ひ
き
し
つ
つ
よ
も
す
が
ら

や
や
と
い
へ
ど
も
い
る
人
も
な
し
」
、
を
あ
げ
る
。

し
か
し
、
結
婚
し
て
一
五
年
が
過
ぎ
た
万
寿
二
年
（
一

O
二
五
）
八
月
、
一
三
歳

に
な
っ
て
い
た
参
議
左
大
弁
定
頼
は
、
妻
子
（
経
家
は
元
服
前
の
八
歳
）
を
済
政
宅
に

置
き
去
り
に
し
た
ま
ま
父
公
任
の
住
む
実
家
四
条
宮
に
帰
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
時
の
こ
と
を
『
小
右
記
』
は
詳
し
く
記
し
て
い
る
。
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晩
頭
按
察
立
寄
談
話
之
問
時
刻
多
廻
、
左
大
弁
去
本
処
可
住
四
条
宮
、
焼
亡

’長
F

「
1
1

之
後
無
可
然
之
屋
、
亦
有
三
間
廊
、
可
住
件
廊
者
、
但
不
可
具
妻
子
、
済
政
為

刻
剣
鋪

d
利
司
ポ
制
剰
副
則
刻
朝
司
村
引
制
吋
珂
閥
制
瑚
1
諸
人
普

外
聞
欺
、
無
誹
誘
欺
、

（
『
小
右
記
』
万
寿
二
年
八
月
二
十
四
日
条
）

八
月
二
十
四
日
の
宵
の
口
、
権
大
納
言
公
任
が
実
資
邸
を
訪
れ
、
二
人
は
何
時
間

も
話
し
込
ん
だ
。
公
任
は
実
資
に
、
「
実
は
定
頼
が
輿
の
済
政
宅
を
出
て
我
が
家
の
四

条
宮
に
帰
っ
て
く
る
こ
と
に
な
っ
た
。
我
が
家
は
火
事
の
あ
と
、
定
頼
を
住
ま
わ
せ



2 0 1 3 

る
適
当
な
建
物
が
な
い
の
だ
が
、
三
間
廊
が
焼
け
残
っ
て
い
る
の
で
と
り
あ
え
ず
あ

そ
こ
に
住
ま
せ
よ
う
と
思
っ
て
い
る
。
た
だ
し
妻
子
を
連
れ
て
帰
る
こ
と
は
で
き
な

い
」
、
と
語
っ
た
。

こ
こ
ま
で
の
解
釈
は
こ
ん
な
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
問
題
は
、
妻
子
と
別
居
す
る
に

い
た
っ
た
原
因
に
つ
い
て
記
し
た
続
く
傍
線
部
の
記
事
を
ど
う
解
釈
す
る
か
で
あ
る

が
、
そ
の
解
釈
如
何
は
、
「
不
可
具
妻
子
」
を
ど
う
解
釈
す
る
か
と
も
連
動
し
て
い
る
。

妻
子
を
連
れ
て
帰
ら
な
い
の
が
定
頼
の
意
思
な
の
か
、
そ
れ
と
も
済
政
の
意
思
な
の

か
、
あ
る
い
は
公
任
の
意
思
な
の
か
。
こ
の
論
点
に
つ
い
て
は
つ
と
に
、
女
性
史
・

婚
姻
史
研
究
の
草
分
け
で
あ
る
高
群
逸
校
氏
が
取
り
上
げ
て
い
る
。

高
群
氏
（
・
3

は
本
記
事
を
、
平
安
時
代
の
「
純
婿
取
婚
」
段
階
に
お
い
て
、
婚
姻
が

破
綻
し
て
男
が
妻
家
を
出
る
事
例
と
し
て
と
り
あ
げ
、
定
頼
は
野
洲
刷
剖
割
州
制
叶

て
男
家
を
去
っ
て
実
家
四
条
宮
に
帰
っ
て
き
た
が
、
父
公
任
が
妻
子
を
伴
つ
て
は
な

ら
な
い
と
申
し
渡
し
た
、
と
解
釈
し
、
こ
の
事
例
を
も
っ
て
、
離
婚
し
て
男
が
妻
家

を
離
去
す
る
と
き
に
は
妻
子
を
置
き
去
り
に
し
、
単
身
で
出
る
こ
と
が
原
則
的
で
穏

当
な
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
、
と
一
般
化
し
た
の
で
あ
っ
た
。
父
公
任
は
当
時
の
社
会

通
念
に
し
た
が
っ
て
、
妻
子
の
随
伴
を
禁
じ
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
離
婚
の
原
因

は
努
済
政
と
婿
定
頼
と
の
間
に
何
か
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
た
こ
と
、
妻
子
と
の
別
居

（
定
頼
の
単
身
帰
住
）
は
当
時
の
社
会
通
念
に
も
と
づ
く
父
公
任
の
指
示
に
よ
る
、

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
留
男
と
婿
の
ト
ラ
ブ
ル
の
内
容
に
ま
で
は
踏
み
込
ん
で
い
な
い
。

そ
れ
に
対
し
て
栗
原
弘
氏
玄
は
、
定
頼
の
妻
家
済
政
宅
で
の
結
婚
生
活
は
ご
時

的
妻
方
居
住
」
で
あ
り
、
一
五
年
間
の
妻
方
居
住
を
切
り
上
げ
て
妻
子
と
と
も
に
夫

定
頼
宅
に
移
住
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
転
居
す
る
時
に
な
っ
て
男
済
政
が
娘
母
子

の
転
居
を
許
可
せ
ず
離
婚
と
な
っ
た
、
と
み
る
。
離
婚
H

別
居
の
原
因
は
男
済
政
の

娘
母
子
転
居
の
不
許
可
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
高
群
氏
の
理
解
と
真
逆
で
あ
る
。

栗
原
氏
は
、
定
頼
と
済
政
の
不
和
の
実
相
に
つ
い
て
、
前
記
『
小
右
記
』
記
事
を
、

「
定
頼
の
不
穏
当
な
行
為
に
よ
っ
て
、
男
済
政
が
立
腹
し
、
妻
子
を
夫
方
へ
連
れ
出

第 5号史人

す
こ
と
を
認
め
ず
、
夫
方
の
公
任
も
妻
方
に
理
が
あ
る
こ
と
を
認
め
、
そ
れ
を
制
止

す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
」
と
解
釈
し
、
定
頼
が
性
格
的
に
無
責
任
な
面
が
あ
っ

た
た
め
男
の
済
政
と
の
間
に
何
ら
か
の
い
ざ
こ
ざ
を
起
こ
し
、
妻
子
を
自
邸
に
連
れ

出
す
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
、
と
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
高
群
・
栗
原
両
氏
は
、
定
額
が
妻
子
を
伴
わ
ず
帰
住
し
た
理
由
に
つ

い
て
対
瞭
的
な
解
釈
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
ど
ち
ら
の
説
が
正
し
い
の
か
、
ま

た
第
三
の
解
釈
も
あ
り
う
る
の
か
、
『
小
右
記
』
記
事
を
厳
密
に
読
み
込
ん
で
み
る
必

要
が
あ
る
。

な
お
、
栗
原
氏
は
高
群
学
説
を
根
本
か
ら
否
定
す
る
立
場
か
ら
、
高
群
氏
が
本
記

事
傍
線
部
（
男
と
婿
の
ト
ラ
ブ
ル
の
部
分
）
を
意
図
的
に
削
除
す
る
独
特
の
史
料
操

作
に
よ
っ
て
、
高
群
説
に
都
合
の
よ
い
解
釈
を
し
て
い
る
た
め
に
、
当
時
の
実
態
に

反
す
る
説
明
が
可
能
で
あ
っ
た
と
、
手
厳
し
い
批
評
を
し
て
い
る
。
し
か
し
高
群
氏

が
こ
の
部
分
に
つ
い
て
、
「
男
済
政
と
事
が
あ
っ
て
」
と
ト
ラ
ブ
ル
の
内
容
に
踏
み
込

ん
で
い
な
い
の
は
、
こ
の
ト
ラ
ブ
ル
が
高
群
氏
の
想
定
す
る
純
招
婿
婚
段
階
に
お
け

る
妻
子
を
妻
家
に
置
き
去
り
に
す
る
離
婚
形
態
に
直
接
影
響
し
な
い
と
判
断
し
た
か

ら
で
あ
っ
て
、
意
図
的
な
史
料
操
作
で
は
あ
る
ま
い
。
「
白
骨
済
政
と
事
が
あ
っ
」
た
と

の
理
解
は
間
違
い
で
は
な
い
。

逆
に
栗
原
氏
は
ご
時
的
妻
方
居
住
」
と
い
う
氏
独
特
の
婚
姻
慣
行
観
に
も
と
づ

い
て
、
定
頼
が
二
時
的
妻
方
居
住
」
を
切
り
上
げ
て
妻
子
を
伴
っ
て
実
家
に
帰
住

す
る
予
定
で
あ
っ
た
と
い
う
が
、
『
小
右
記
』
記
事
に
は
そ
の
よ
う
な
事
情
を
想
定
さ

せ
る
記
述
は
ど
こ
に
も
な
い
し
、
公
任
は
四
条
宮
火
災
後
の
居
住
空
間
不
足
に
よ
っ

て
定
頼
一
人
で
さ
え
ど
こ
に
住
ま
わ
せ
る
か
苦
慮
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
妻
子

同
伴
で
帰
住
す
る
予
定
だ
っ
た
と
い
う
の
は
、
栗
原
氏
の
思
い
込
み
で
あ
る
玄
o

こ
の

こ
と
を
差
し
引
い
た
う
え
で
、
別
居
の
原
因
に
つ
い
て
踏
み
込
ん
だ
解
釈
を
し
て
い

る
栗
原
氏
の
見
解
を
検
討
し
て
み
よ
う
。
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『
天
下
悌
怠
白
物
』
の
定
額

『小右記』こぼれ話

栗
原
氏
は
「
性
格
的
に
無
責
任
な
面
が
あ
っ
た
」
「
定
頼
の
不
穏
当
な
行
為
に
よ
っ

て
、
自
身
済
政
が
立
腹
し
」
た
こ
と
が
別
居
の
原
因
と
み
て
い
る
。
村
瀬
敏
夫
氏
も

「
性
格
は
や
や
軽
率
で
、
挙
措
に
落
着
き
が
な
く
、
と
か
く
人
の
非
難
を
受
け
て
い

た
」
と
す
る
。
た
し
か
に
定
頼
は
遅
刻
を
よ
く
す
る
ず
ぼ
ら
な
衝
が
あ
っ
た
が

（
「
太
憐
怠
人
」
）
、
単
純
に
定
頼
の
無
責
任
さ
に
だ
け
別
居
の
原
因
を
求
め
て
い
い

も
の
だ
ろ
う
か
。
定
頼
だ
け
で
な
く
、
済
政
の
人
と
な
り
も
問
題
に
し
な
け
れ
ば
な

る
ま
い
。
し
か
し
ま
ず
は
定
頼
か
ら
み
て
い
こ
う
。

さ
て
宮
廷
社
会
の
な
か
で
定
頼
に
貼
り
付
け
ら
れ
た
「
天
下
僻
怠
白
物
」
「
太
悌
怠

人
」
と
い
う
レ
ッ
テ
ル
は
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
（
「
悌
怠
人
」
は
怠

け
者
。
「
自
物
」
は
「
痴
れ
者
」
で
愚
か
者
・
馬
鹿
者
）
。

長
和
五
年
（
一

O
二
ハ
）
四
月
八
日
、
摂
政
道
長
は
後
一
条
天
皇
即
位
後
の
大
嘗

会
の
準
備
を
始
め
る
に
あ
た
っ
て
、
大
嘗
会
行
事
弁
の
巡
に
当
た
っ
て
い
た
右
中
弁

定
頼
を
「
大
僻
怠
」
と
い
う
理
由
で
外
し
、
下
臓
弁
の
左
少
弁
源
経
頼
・
右
少
弁
藤

原
資
業
を
行
事
弁
に
定
め
た
。
道
長
は
衆
人
の
前
で
「
定
頼
才
能
太
賢
」
「
博
雅
・
文

筆
・
管
弦
者
」
と
皮
肉
を
込
め
て
持
ち
上
げ
つ
つ
、
し
か
し
な
が
ら
「
緩
怠
無
極
」

「
天
下
悌
怠
白
物
也
」
と
口
を
極
め
て
悪
言
を
吐
い
た
。
公
任
は
実
資
に
、
道
長
の

悪
言
が
世
間
に
知
れ
渡
っ
て
し
ま
っ
て
定
頼
と
し
て
は
辛
い
こ
と
だ
と
、
親
と
し
て

の
苦
し
い
胸
の
内
を
伝
え
て
き
た
。
こ
の
事
件
以
後
、
定
頼
の
「
悌
怠
」
と
い
う
評

判
は
、
宮
廷
社
会
に
定
着
し
て
い
く
。

道
長
は
、
寛
弘
八
年
（
一

O
一
一
）
七
月
ご
ろ
か
ら
、
結
婚
し
て
一
年
し
か
経
っ

て
い
な
い
一
七
歳
の
定
頼
の
こ
と
を
す
で
に
好
ま
し
く
思
っ
て
い
な
か
っ
た
。
一
条

天
皇
が
死
去
し
て
ま
も
な
い
七
月
中
旬
の
あ
る
夜
、
道
長
の
取
り
巻
き
公
卿
が
道
長

宿
所
に
集
ま
っ
た
と
き
、
公
任
・
定
頼
父
子
が
故
一
条
院
の
葬
送
儀
礼
に
お
い
て

「
等
閑
」
で
あ
っ
た
こ
と
（
H
参
列
し
な
か
っ
た
こ
と
）
が
話
題
に
な
り
、
権
中
納
言

源
俊
賢
は
公
任
父
子
を
口
を
極
め
て
「
誹
詩
噸
瞬
」
し
た
。
俊
賢
は
公
任
父
子
だ
け

で
な
く
実
資
の
こ
と
も
誹
誇
中
傷
し
て
い
た
（
七
月
十
八
日
条
。
本
誌
「
『
小
右
記
』

訓
読
・
現
代
語
訳
・
注
釈
〈
稿
V
3
」
参
照
）
。
八
月
二
日
の
故
一
条
院
七
七
日
御
斎
会

で
は
、
法
会
終
了
後
に
行
わ
れ
た
公
卿
饗
慢
に
お
い
て
、
道
長
は
定
頼
を
給
仕
の
役

か
ら
わ
ざ
と
外
し
た
が
、
そ
の
処
遇
に
つ
い
て
、
実
資
は
日
記
に
「
左
府
気
色
不
宣

欺
」
と
記
し
て
い
る
（
同
日
条
）
。

長
和
五
年
（
一

O
二
ハ
）
四
月
八
日
の
道
長
の
定
頼
へ
の
悪
言
以
後
、
定
頼
は
し

ば
し
ば
「
悔
怠
」
と
評
さ
れ
る
。
寛
仁
元
年
（
一

O
一
七
）
十
月
四
日
、
大
納
言
実

資
が
一
代
一
度
仁
王
会
の
行
事
上
卿
と
し
て
準
備
に
あ
た
っ
て
い
た
と
き
、
造
内
裏

行
事
所
の
仕
事
と
重
な
っ
て
し
ま
っ
た
行
事
弁
藤
原
資
業
が
、
頭
弁
定
頼
に
上
卿
実

資
と
行
う
請
僧
開
請
補
任
（
辞
退
請
僧
の
補
充
）
の
代
理
を
頼
ん
だ
と
こ
ろ
、
定
頼

は
体
調
が
悪
い
と
言
っ
て
帰
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
を
聞
い
た
上
卿
実
資
は
ム
ツ
と

し
て
定
頼
を
「
頗
る
悌
怠
の
人
」
と
評
し
、
定
頼
に
あ
ら
た
め
て
参
内
を
命
じ
る
こ

と
は
せ
ず
、
資
業
に
造
内
裏
行
事
所
か
ら
抜
け
て
来
さ
せ
て
闘
請
補
任
を
行
わ
せ
た
。

実
資
も
宮
廷
社
会
で
定
着
し
た
「
定
頼
H
悌
怠
人
」
と
い
う
レ
ッ
テ
ル
に
左
右
さ
れ

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
定
頼
は
蔵
人
頭
の
激
務
を
そ
れ
な
り
に
こ
な
し
て
い

た。
治
安
元
年
（
一

O
二
一
）
十
二
月
十
三
日
、
関
白
頼
通
か
ら
今
日
中
に
元
日
節
会

の
擬
侍
従
と
暮
れ
の
荷
前
使
を
定
め
る
よ
う
急
に
命
じ
ら
れ
た
実
資
は
、
午
時
に
参

内
し
た
。
未
時
に
外
記
政
が
終
わ
る
ご
ろ
に
な
っ
て
、
定
に
参
加
す
る
よ
う
伝
え
で

い
た
中
納
言
源
道
方
と
参
議
有
大
弁
定
頼
が
よ
う
や
く
参
内
し
て
き
た
。
実
資
は
二

人
を
「
太
悌
怠
也
」
と
評
し
た
が
、
二
人
は
定
に
は
間
に
合
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

万
寿
二
年
（
一

O
二
五
）
二
月
二
日
、
中
納
言
道
方
か
ら
、
禅
閤
道
長
が
「
参
議

左
大
弁
定
頼
は
政
始
に
も
そ
の
後
の
た
び
た
び
の
外
記
政
に
も
、
ま
だ
参
入
し
て
い

な
い
。
勤
め
な
き
者
だ
。
返
す
返
す
ど
う
し
ょ
う
も
な
い
や
つ
だ
」
と
批
評
し
て
い

る
と
「
密
語
」
さ
れ
た
実
資
家
人
大
外
記
菅
野
教
頼
は
、
こ
の
こ
と
を
実
資
に
伝
え

た
。
道
長
が
意
図
的
に
定
頼
の
悪
評
を
流
し
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
タ
イ
ミ

ン
グ
よ
く
？
八
日
後
の
十
日
、
実
資
は
大
雨
を
冒
し
て
息
子
の
参
議
資
平
を
従
え
て
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参
内
し
、
祈
年
穀
奉
幣
定
を
行
い
資
平
に
定
文
を
執
筆
さ
せ
、
関
白
頼
通
の
内
覧
を

経
て
奏
聞
し
た
の
だ
が
、
内
覧
中
に
参
議
左
大
弁
定
頼
が
遅
刻
し
て
参
入
し
て
き
た

（
能
書
の
定
頼
は
定
文
の
執
筆
役
を
務
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
）
。
実

資
は
「
大
憐
怠
」
と
不
快
に
思
っ
た
が
、
定
額
は
「
雨
合
羽
が
焼
け
て
し
ま
っ
て
い

た
の
で
、
あ
ち
こ
ち
求
め
ま
わ
っ
て
い
た
ら
遅
参
し
て
し
ま
い
ま
し
た
」
、
と
弁
解
し

た。
以
上
か
ら
、
た
し
か
に
定
頼
は
よ
く
遅
刻
し
て
、
言
い
訳
を
し
て
ケ
ロ
ッ
と
し
て

い
る
よ
う
な
男
だ
っ
た
よ
う
だ
。
そ
れ
を
道
長
や
実
資
は
苦
々
し
く
思
っ
て
い
た
の

だ
が
、
定
頼
が
政
務
上
大
き
な
失
態
を
や
ら
か
し
た
と
い
う
こ
と
は
あ
ま
り
聞
か
な

い
。
道
長
も
認
め
る
「
才
能
太
賢
」
な
る
才
気
で
結
構
う
ま
く
立
ち
回
っ
て
い
た
の

で
は
な
か
ろ
う
か
（
『
左
経
記
』
『
権
記
』
を
あ
ま
り
み
て
な
い
の
で
、
定
頼
の
実
務

能
力
に
つ
い
て
は
、
他
目
、
検
討
し
直
し
た
い
）
。

定
額
は
「
悔
怠
」
だ
け
で
な
く
、
若
い
頃
に
は
何
か
と
ト
ラ
ブ
ル
を
起
こ
し
て
い

た
。
長
和
三
年
（
一

O
一
四
）
十
二
月
一
日
、
三
条
天
皇
の
第
一
皇
子
教
明
親
王
家

の
雑
人
と
定
頼
従
者
が
激
し
く
闘
乱
し
、
定
頼
従
者
が
宮
家
雑
人
に
重
傷
を
負
わ
せ

る
事
件
が
起
こ
っ
た
。
重
傷
者
は
数
日
後
に
死
亡
し
た
。
大
路
で
「
乗
り
合
い
」
が

あ
り
、
教
明
親
王
の
車
の
行
列
に
対
し
て
、
定
頼
が
下
車
し
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ

な
い
。
事
件
は
親
王
の
父
三
条
天
皇
に
奏
聞
さ
れ
、
下
手
人
追
捕
宣
旨
が
出
さ
れ
た

が
、
指
名
手
配
者
の
な
か
に
は
定
頼
宅
司
の
中
務
丞
源
光
成
・
進
士
橘
為
通
の
名
前

も
あ
っ
た
。
左
大
臣
道
長
は
は
じ
め
定
頼
側
の
言
い
分
を
鵜
呑
み
に
し
て
、
諸
司
官

人
・
進
士
に
追
捕
宣
旨
を
出
す
と
い
う
重
大
事
を
自
分
に
内
覧
し
な
い
と
は
何
事
か

と
怒
り
、
天
皇
に
担
当
蔵
人
を
勘
事
に
処
す
こ
と
を
要
求
す
る
と
と
も
に
、
追
捕
宣

旨
を
取
り
消
さ
せ
た
。
天
皇
は
迫
捕
宣
旨
を
取
り
消
す
代
わ
り
に
定
頼
を
春
日
行
幸

行
事
か
ら
外
す
こ
と
を
道
長
に
求
め
た
が
、
道
長
は
黙
殺
し
た
。
こ
れ
ら
道
長
の
侮

辱
的
態
度
に
、
天
皇
は
不
快
感
を
あ
ら
わ
に
し
た
。
定
頼
父
公
任
は
恐
縮
し
な
が
ら

下
手
人
二
人
を
と
ら
え
て
差
し
出
し
た
が
、
そ
の
後
の
調
べ
で
定
頼
側
に
非
が
あ
る

こ
と
が
判
明
し
た
の
で
、
道
長
は
最
初
の
処
置
の
間
違
い
を
天
皇
に
詫
び
、
追
捕
宣

第 5号史人

旨
を
召
名
宣
旨
に
あ
ら
た
め
た
う
え
で
下
手
人
追
及
を
続
け
さ
せ
た
。
面
子
を
潰
さ

れ
た
道
長
は
、
何
度
も
定
頼
は
無
能
者
だ
と
罵
っ
た
。
天
皇
は
道
長
に
、
定
頼
は

「
殺
害
人
」
だ
か
ら
行
幸
行
事
か
ら
外
す
よ
う
に
命
じ
、
五
日
、
定
頼
は
行
幸
行
事

を
韓
免
さ
れ
た
。
そ
れ
は
定
頼
に
と
っ
て
「
面
白
」
を
失
う
事
で
あ
っ
た
（
十
二
月

一
日
条
1
五
日
条
）
。
一
年
四
ヶ
月
後
の
長
和
五
年
四
月
、
道
長
が
定
頼
を
「
大
悌

怠
」
を
理
由
に
大
嘗
会
行
事
弁
か
ら
外
し
た
背
景
に
は
、
道
一
長
が
面
子
を
演
さ
れ
た

こ
の
事
件
の
記
憶
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

寛
仁
二
年
（
一

O
一
八
）
四
月
一
一
師
、
蔵
人
頭
定
頼
と
殿
上
人
ら
が
入
内
し
て
ま

も
な
い
「
尚
侍
」
威
子
（
道
長
女
）
の
直
庫
で
群
飲
中
、
藤
原
兼
房
が
定
頼
を
口
汚
く

罵
辱
し
、
足
で
定
頼
前
の
菓
子
を
蹴
散
ら
す
と
い
う
椿
事
が
お
こ
っ
た
。
兼
房
の
無

礼
な
言
動
に
右
少
弁
資
業
は
定
頼
に
す
ぐ
こ
の
場
を
離
れ
る
よ
う
促
し
、
定
頼
は
座

を
立
ち
他
の
殿
上
人
た
ち
も
み
な
座
を
立
っ
た
。
兼
房
は
な
お
も
定
頼
に
つ
か
み
か

か
っ
て
冠
を
取
ろ
う
と
し
た
の
で
、
定
頼
は
逃
げ
出
し
て
（
蔵
人
頭
の
）
「
宿
所
」
に

閉
じ
こ
も
っ
た
。
兼
房
は
宿
所
に
雨
の
よ
う
に
石
を
投
げ
つ
け
、
そ
の
あ
と
殿
上
の

聞
に
入
っ
て
、
居
合
わ
せ
た
殿
上
人
を
前
に
ま
す
ま
す
口
を
極
め
て
罵
辱
放
言
し
た
。

翌
日
、
そ
れ
を
聞
い
た
実
資
は
、
「
殿
上
で
の
威
厳
は
蔵
人
頭
が
率
先
し
て
重
ん
じ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
罵
辱
し
た
兼
房
が
無
礼
な
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
定
頼
が

激
し
く
反
応
し
て
兼
房
を
逆
上
さ
せ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
へ
と
の
感
想
を
抱
い
た
。

同
日
、
道
長
は
兼
房
父
参
議
兼
隆
を
呼
び
出
し
て
、
息
子
兼
房
の
参
内
停
止
を
命
じ

た
。
現
場
に
居
合
わ
せ
た
人
々
は
、
兼
房
の
行
状
は
狂
人
の
よ
う
だ
つ
た
と
語
っ
て

い
た
（
二
日
条
）
。
兼
房
の
逆
上
は
、
実
資
が
懸
念
し
た
と
お
り
、
定
頼
が
才
気
に
ま

か
せ
て
兼
房
を
か
ら
か
い
、
煽
っ
た
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。

説
話
で
は
あ
る
が
、
『
江
談
抄
』
｛
「
水
言
抄
」
五
九
）
に
は
、
蔵
人
頭
定
頼
が
、

摂
政
頼
通
が
弾
正
大
弼
源
顕
定
を
噺
弄
し
て
い
た
と
い
う
作
り
話
を
顕
定
に
伝
え
て

噸
っ
た
が
、
そ
の
こ
と
が
頼
通
の
耳
に
入
り
、
定
頼
は
半
年
間
の
塾
居
処
分
を
受
け

た
と
い
う
玄
。
兼
房
と
の
「
事
件
」
と
い
い
、
定
額
に
は
群
飲
の
場
で
傍
輩
を
か
ら
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か
つ
て
そ
の
場
を
盛
り
上
げ
る
性
癖
が
あ
っ
た
よ
う
で
、
度
を
超
し
て
相
手
を
狂
人

の
よ
う
に
逆
上
さ
せ
た
り
、
自
身
が
勘
事
に
処
せ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

寛
仁
三
年
（
一

O
一
九
）
二
月
九
日
、
春
日
祭
の
内
蔵
寮
使
を
勤
め
た
定
頼
が
、

帰
洛
途
中
、
鹿
を
射
取
っ
た
供
の
武
士
に
脱
衣
し
て
被
け
た
。
そ
の
話
を
聞
い
た
実

資
は
、
「
古
伝
」
に
よ
れ
ば
、
春
日
参
詣
者
は
鹿
を
見
た
ら
吉
徴
と
す
る
と
い
う
の
に
、

祭
使
の
立
場
に
あ
る
者
が
鹿
を
射
さ
せ
る
と
は
な
ん
た
る
こ
と
、
ま
し
て
や
そ
の
武

士
に
被
物
を
す
る
と
は
な
ん
た
る
こ
と
、
不
快
き
わ
ま
り
な
い
、
「
善
悪
」
を
後
世
に

示
す
た
め
に
記
録
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
、
と
怒
り
と
嘆
き
を
日
記
に
ぶ
つ
け
て
い

る。

『小右記』こぼれ話

こ
の
よ
う
な
定
頼
の
行
状
か
ら
、
定
頼
が
「
無
頼
者
」
と
酷
評
さ
れ
て
い
た
と
い

う
見
方
が
あ
る

2
0
た
し
か
に
定
頼
は
宮
廷
社
会
で
期
待
さ
れ
る
行
動
規
範

（
「
礼
」
）
か
ら
は
み
出
し
た
言
動
を
平
気
で
や
ら
か
す
と
い
う
点
で
、
「
無
頼
者
」

の
人
物
評
が
ぴ
っ
た
り
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
定
頼
が
「
無
頼
者
」
と
さ
れ
て
い

る
の
は
、
次
の
事
柄
に
お
い
て
で
あ
る
。
定
頼
が
実
家
に
帰
住
し
た
直
後
の
万
寿
二

年
（
一

O
二
五
）
九
月
、
大
殿
道
長
か
ら
五
節
舞
姫
献
上
を
命
じ
ら
れ
た
右
大
臣
実

資
が
、
参
議
左
大
弁
定
頼
に
章
女
柏
四
重
の
調
進
を
依
頼
し
た
。
十
三
日
に
依
頼
を

受
け
た
定
頼
は
翌
十
四
日
、
「
童
女
装
束
皆
具
調
志
」
と
、
柏
だ
け
で
な
く
装
束
皆
具

を
調
進
す
る
こ
と
を
自
ら
請
け
合
っ
た
。
す
る
と
翌
十
五
日
、
定
頼
の
父
四
条
大
納

言
公
任
か
ら
実
資
の
許
に
、
「
童
女
装
束
は
私
の
方
で
調
送
す
る
。
定
頼
は
『
無
頼

者
』
な
の
で
私
が
代
わ
っ
て
送
る
こ
と
に
す
る
」
と
の
消
息
が
届
い
た
。
そ
の
日
、

実
資
は
一
門
の
参
議
三
人
、
経
通
・
資
平
・
定
頼
を
招
い
て
舞
姫
献
上
の
雑
事
の
打

ち
合
わ
せ
を
し
て
い
た
。
父
公
任
が
息
子
定
頼
を
評
し
て
「
無
頼
者
」
と
言
っ
て
い

る
の
で
あ
る
が
、
定
頼
は
父
親
か
ら
「
無
頼
漢
」
（
「
な
ら
ず
者
」
「
無
法
者
」
）
と
評

さ
れ
る
程
の
は
み
出
し
者
だ
っ
た
の
か
と
驚
い
て
し
ま
う
。
し
か
し
こ
こ
で
父
公
任

が
語
る
「
無
頼
者
」
と
は
、
実
資
と
公
任
の
発
言
内
容
か
ら
み
て
「
無
頼
漢
」
と
い

う
意
味
で
は
な
く
、
「
頼
る
者
が
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る

Z
。
公
任
は
定
頼
が

童
女
装
束
皆
兵
調
進
を
安
請
け
合
い
し
た
こ
と
を
知
っ
て
不
安
に
な
り
、
自
分
が
用

意
す
る
と
申
し
出
た
の
で
あ
る
。
ど
う
し
て
「
頼
る
者
が
な
い
」
の
か
。
い
う
ま
で

も
な
く
、
実
家
に
帰
住
し
て
険
悪
な
関
係
に
な
っ
た
、
第
で
あ
る
富
裕
な
家
司
受
領

済
政
の
経
済
的
援
助
が
期
待
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
妻
家
を
飛
び
出
し
て
い
な
け

れ
ば
、
回
男
済
政
は
放
言
し
つ
つ
も
豪
華
な
童
女
装
束
を
用
意
し
て
く
れ
た
こ
と
で
あ

ろ
う
。

「
放
冨
・
罵
辱
・
無
礼
辞
』
の
済
政

そ
れ
で
は
定
頼
の
輿
済
政
は
ど
ん
な
人
物
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
済
政
は
道
長
の

家
司
で
あ
り
、
家
司
受
領
と
し
て
道
長
に
経
済
的
に
も
奉
仕
し
て
い
た
。
道
長
家
可

の
威
光
を
傘
に
し
ば
し
ば
進
済
辞
退
を
し
た
り
、
受
領
功
過
定
で
も
何
か
と
配
慮
さ

れ
て
い
た
。
寛
弘
二
年
（
一

O
O
五
）
に
は
信
濃
国
模
祭
料
紅
花
の
辞
退
が
問
題
に

な
っ
た

Z
o
本
来
、
斎
院
模
祭
料
の
辞
退
（
未
進
）
は
認
め
ら
れ
な
い
（
受
領
功
過

定
を
パ
ス
で
き
な
い
）
の
だ
が
、
前
年
の
「
皐
損
」
に
よ
っ
て
紅
花
が
全
滅
し
た
こ

と
を
理
由
に
、
前
司
済
政
が
前
年
十
一
月
に
「
辞
退
」
を
訴
え
そ
れ
が
裁
許
さ
れ

（
四
月
二
十
一
日
条
）
、
正
月
十
五
日
の
受
領
功
過
定
で
は
調
庸
二
箇
年
進
済
だ
け
で

無
事
合
格
し
た
（
同
日
条
亡
弊
固
と
認
定
さ
れ
た
の
か
）
。
本
任
放
還
後
、
新
司
藤

原
佐
光
と
の
間
で
模
祭
料
紅
花
の
こ
と
が
相
論
に
な
っ
た
が
、
道
長
の
決
裁
に
よ
っ

て
新
司
が
布
で
進
納
す
る
色
代
納
と
す
る
こ
と
で
決
着
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
大
斎

院
選
子
内
親
王
は
行
列
の
女
房
た
ち
の
唐
衣
の
上
に
白
衣
を
着
さ
せ
て
抗
議
の
意
を

示
し
た
（
四
月
二
十
一
日
条
）
。
道
長
家
司
で
あ
る
が
ゆ
え
に
膜
祭
料
辞
退
が
認
め
ら

れ
、
任
中
二
年
分
を
進
済
し
た
だ
け
で
功
過
定
を
合
格
し
た
の
で
あ
る
。

長
和
三
年
（
一

O
一
四
）
、
讃
岐
前
司
藤
原
伊
祐
が
模
祭
料
未
済
の
ま
ま
正
月
下
旬

ご
ろ
卒
去
し
た
が
、
新
司
済
政
は
未
着
任
を
理
由
に
進
納
を
辞
退
し
た
。
し
か
し
今

度
は
同
じ
く
未
着
任
の
道
長
家
司
近
江
守
藤
原
惟
憲
が
進
納
済
み
で
あ
る
こ
と
を
知
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っ
た
道
長
か
ら
厳
し
く
謹
賓
さ
れ
、

月
二
十
五
日
・
二
十
九
日
条
）
。

定
頼
は
、
受
領
済
政
の
経
済
力
に
全
面
依
存
し
て
い
た
。
新
子
の
済
政
宅
行
啓
で

定
頼
が
賞
せ
ら
れ
た
の
も
、
済
政
の
経
済
力
の
お
か
げ
で
あ
る
し
、
実
家
帰
住
直
後

に
実
資
の
五
節
舞
姫
献
上
に
当
た
っ
て
舞
人
装
束
一
揃
い
を
安
請
け
合
い
し
た
の
も
、

つ
い
先
頃
ま
で
な
ら
済
政
の
助
力
で
た
や
す
く
負
担
で
き
て
い
た
経
済
感
覚
を
引
き

ず
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

さ
て
万
寿
二
年
（
一

O
二
五
）
八
月
、
定
頼
が
済
政
女
の
妻
と
八
歳
の
男
子
と
二

人
の
娘
を
妻
家
に
残
し
た
ま
ま
実
家
四
条
宮
へ
帰
っ
た
時
期
、
済
政
が
宮
廷
で
ど
の

よ
う
な
言
動
を
し
て
い
た
の
か
、
な
が
め
て
み
よ
う
。

公
任
が
実
資
を
訪
ね
、
定
頼
の
妻
子
離
別
帰
住
に
つ
い
て
苦
し
い
胸
の
内
を
語
っ

た
日
か
ら
一

O
日
後
の
九
月
五
日
、
実
資
は
、
天
皇
か
ら
命
じ
ら
れ
た
大
元
帥
御
修

法
雑
具
損
色
に
関
す
る
弁
官
（
官
底
）
調
査
報
告
（
「
勘
宣
旨
」
）
を
頭
中
将
源
顕
基

を
呼
ん
で
渡
し
た
が
、
そ
の
と
き
顕
基
は
実
資
に
、
「
済
政
放
言
」
（
実
資
に
対
す
る

無
礼
の
詞
）
の
こ
と
を
一
昨
日
関
白
頼
通
が
耳
に
し
て
非
常
に
驚
い
て
る
こ
と
を
伝

え
た
。
六
日
、
息
子
の
参
議
資
平
が
実
資
邸
に
来
て
、
近
江
守
済
政
が
同
母
弟
の
備

前
守
経
相
を
通
し
て
私
に
「
実
資
殿
が
私
（
済
政
）
に
は
思
い
も
よ
ら
な
い
こ
と
で

お
怒
り
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
何
人
も
の
人
が
教
え
て
く
れ
た
。
深
く
恐
縮
し
て
い

る
の
で
、
機
会
が
あ
れ
ば
実
資
殿
に
取
り
な
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
消
息
が
あ
り

（
資
平
息
資
房
の
妻
は
経
相
女
）
、
消
息
に
は
弁
解
の
言
葉
が
書
き
連
ね
ら
れ
、
平
身

低
頭
し
て
詫
び
て
お
り
、
実
資
の
許
可
が
あ
れ
ば
資
平
の
も
と
に
詫
び
に
行
く
と
も

書
い
て
い
た
、
と
伝
え
た
。
実
資
は
、
書
い
て
る
こ
と
は
み
な
演
技
だ
な
、
と
資
平

に
言
っ
た
が
、
「
窮
冠
を
追
う
こ
と
な
か
れ
」
（
追
い
詰
め
た
ら
何
を
し
で
か
す
か
わ

か
ら
な
い
）
の
喰
え
の
と
お
り
、
許
し
て
や
る
か
、
と
思
っ
た
。
七
日
、
資
平
が
頼

通
邸
か
ら
同
車
し
て
禅
閤
道
長
邸
に
向
か
う
車
中
、
頼
通
は
資
平
に
「
済
政
が
実
資

殿
に
対
し
て
無
礼
の
詞
を
放
言
し
た
と
い
う
こ
と
を
聞
い
た
が
以
て
の
外
の
こ
と
だ
。

済
政
は
も
と
も
と
歯
に
衣
着
せ
ず
も
の
を
言
う
男
で
（
「
口
不
打
合
者
」
）
、
父
道
長

済
政
は
し
ぶ
し
ぶ
進
済
し
た
の
で
あ
っ
た

第 5号史人

や
私
に
対
し
て
た
び
た
び
「
篤
辱
の
調
」
を
吐
い
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
は
み
な
摂

関
家
内
部
の
私
事
だ
。
今
回
は
『
朝
議
上
達
部
』
（
H

国
政
の
ご
意
見
番
た
る
実
資
）

に
対
し
て
「
無
礼
の
辞
」
を
吐
い
た
と
い
う
の
だ
か
ら
、
驚
く
ほ
か
な
い
。
権
大
納

言
（
頼
宗
か
）
よ
り
他
に
賛
同
す
る
者
は
い
な
い
だ
ろ
う
。
返
す
返
す
以
て
の
外
の

こ
と
だ
。
家
司
の
頼
任
に
よ
れ
ば
、
父
道
長
の
耳
に
も
入
り
、
父
は
済
政
を
勘
当
し

た
と
い
う
こ
と
だ
」
と
語
っ
た
。
十
九
日
、
資
平
は
実
資
か
ら
、
関
白
邸
に
行
く
つ

い
で
に
「
済
政
虚
言
」
問
題
に
つ
い
て
ど
う
な
っ
た
か
聞
い
て
く
る
よ
う
言
い
含
め

ら
れ
て
い
た
が
、
言
い
出
せ
る
雰
囲
気
で
は
な
か
っ
た
。

十
月
二
日
、
済
政
が
資
平
邸
を
訪
れ
、
「
私
と
し
て
は
慮
外
の
こ
と
で
実
資
殿
が
怒

っ
て
お
い
で
だ
と
い
ろ
ん
な
人
か
ら
伝
え
ら
れ
、
恐
縮
の
緩
み
だ
。
私
が
放
一
言
な
ど

し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
を
わ
か
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
天
が
証
人
だ
。
人
づ
て
に

謝
罪
す
る
の
は
差
し
障
り
が
あ
る
が
、
今
日
関
白
が
私
に
『
や
は
り
直
接
行
っ
て
弁

明
し
な
さ
い
。
た
と
え
過
怠
あ
る
者
で
も
帰
服
し
た
ら
重
罪
に
処
す
こ
と
は
な
い
、

と
い
う
で
は
な
い
か
。
ま
し
て
や
言
っ
て
も
い
な
い
こ
と
な
ら
な
お
さ
ら
だ
』
と
語

っ
て
く
れ
た
。
私
は
関
白
に
『
怖
く
て
行
け
ま
せ
ん
。
資
平
殿
の
所
に
行
っ
て
謝
意

を
伝
え
て
貰
っ
て
も
い
い
で
し
ょ
う
か
』
と
言
う
と
、
関
白
は
『
そ
う
せ
よ
』
と
仰

せ
に
な
っ
た
の
で
、
来
た
の
だ
」
と
言
っ
た
。
済
政
は
資
平
に
、
く
ど
く
ど
と
弁
明

し
た
。
そ
れ
を
聞
い
た
実
資
は
、
ま
っ
た
く
追
い
詰
め
ら
れ
た
こ
そ
泥
の
よ
う
な
男

（
「
窮
窓
」
）
だ
と
呆
れ
は
て
る
が
、
許
し
て
や
る
こ
と
に
し
よ
う
、
お
そ
ら
く
、
大

殿
道
長
・
関
白
頼
通
か
ら
し
っ
か
り
叱
り
諭
さ
れ
た
こ
と
だ
ろ
う
、
と
思
っ
た
。
そ

の
二
日
後
の
十
月
四
日
、
済
政
が
除
目
で
近
江
守
を
重
任
し
た
こ
と
を
聞
い
た
実
資

は
、
そ
れ
が
本
当
な
ら
「
賢
政
」
と
い
う
べ
き
か
、
と
日
記
に
記
し
た
。
「
放
言
」
の

済
政
へ
の
道
長
の
寛
大
な
処
遇
に
対
す
る
怒
り
を
秘
め
た
皮
肉
で
あ
る
。

済
政
は
実
資
に
つ
い
て
「
放
言
」
し
、
一
月
近
く
経
っ
て
資
平
を
通
し
て
詫
び
を

入
れ
て
き
た
と
い
う
の
だ
が
、
何
を
放
言
し
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
済
政
は
ひ

ど
く
う
ろ
た
え
て
い
る
。
妻
子
を
置
き
去
り
に
し
て
定
頼
が
実
家
帰
住
し
た
こ
と
に

い
ら
つ
い
て
い
た
済
政
が
、
摂
関
家
の
家
子
・
家
司
ら
と
群
飲
し
た
と
き
、
公
任
・

( 89) 



『小右記』こぼれ話

定
頼
に
対
し
鳥
辱
の
放
言
を
し
た
つ
い
で
に
、
罵
辱
の
矛
先
を
実
資
に
も
向
け
た
の

で
あ
ろ
う
か
。
ち
ょ
う
ど
、
か
つ
て
寛
弘
八
年
（
一

O
一
一
）
七
月
、
俊
賢
が
道
長

近
習
公
卿
た
ち
を
前
に
公
佳
・
定
額
を
酬
明
日
肝
罵
辱
し
た
つ
い
で
に
実
資
ま
で
誹
諒
し

た
よ
う
に
。
道
長
家
の
家
子
・
家
司
た
ち
が
集
ま
る
と
、
何
か
と
小
野
宮
の
人
た
ち

を
誹
詩
中
傷
す
る
こ
と
を
肴
に
飲
み
笑
い
騒
い
で
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

長
元
二
年
（
一

O
二
九
）
七
月
十
九
日
、
頭
中
将
源
隆
国
が
右
大
将
実
資
に
、
誰

か
か
ら
聞
い
た
こ
と
と
し
て
、
相
撲
召
合
で
音
楽
を
停
止
す
る
年
で
も
「
内
取
」

（
練
習
）
始
め
の
日
に
は
勝
負
楽
を
す
る
と
言
っ
て
い
た
と
報
告
し
て
き
た
。
実
資

は
、
断
じ
て
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
、
音
楽
を
止
め
よ
と
の
宣
旨
が
出
て
い
る
の
だ
か

ら
近
衛
府
が
勝
負
楽
を
挙
行
し
た
ら
違
勅
罪
で
は
な
い
か
、
先
に
左
近
衛
府
が
音
楽

を
挙
し
た
か
ら
み
ん
な
驚
き
瑚
っ
た
、
ま
っ
た
く
奇
怪
な
こ
と
だ
。
先
日
誰
か
が
実

資
に
、
関
白
邸
で
済
政
が
楽
な
き
年
で
も
内
取
始
め
の
日
に
は
楽
を
挙
す
る
の
だ
と

言
っ
て
い
た
と
告
げ
た
（
済
政
は
か
つ
て
左
少
将
を
勤
め
た
）
。
実
資
は
、
「
不
覚

者
」
済
政
め
、
受
領
の
分
際
で
公
事
に
口
出
し
す
る
な
、
と
思
っ
た
。
四
年
前
の
済

政
の
「
放
言
」
の
こ
と
が
頭
を
か
す
め
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
て
み
る
と
、
定
頼
に
は
「
憐
怠
自
物
」
と
い
う
問
題
が
あ
る
が
、
済
政
に

は
道
長
で
あ
ろ
う
が
頼
通
で
あ
ろ
う
が
実
資
で
あ
ろ
う
が
、
飲
み
の
席
な
ど
で
権
力

者
・
実
力
者
を
罵
辱
し
て
樺
ら
な
い
「
放
言
」
癖
が
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
定
頼
の
性

格
だ
け
に
別
居
の
原
因
を
求
め
る
の
は
酷
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

四

『
小
右
記
』
記
事
の
解
釈

そ
こ
で
先
ほ
ど
中
断
し
た
『
小
右
記
』
記
事
、
「
済
政
為
大
弁
倒
多
不
義
、
亦
有

無
面
目
之
事
等
、
不
可
制
止
、
所
陳
有
理
、
諸
人
普
外
聞
欺
、
無
誹
詩
欺
」
の
解
釈

に
も
ど
ろ
う
。
大
日
本
古
記
録
本
校
訂
者
は
、
「
鎮
」
を
「
陳
カ
」
と
傍
書
し
て
い
る
。

こ
の
記
事
は
、
公
任
の
会
話
内
容
の
引
用
に
続
け
て
記
し
た
部
分
で
あ
る
。
「
棟
」
と

し
た
場
合
、
男
済
政
は
婿
定
頼
に
対
し
て
婿
と
し
て
不
誠
実
な
行
い
が
多
い
と
不
満

を
述
べ
て
お
り
、
公
任
か
ら
み
て
、
（
定
頼
の
言
動
に
）
済
政
に
対
し
て
申
し
訳
な
い

事
が
あ
っ
た
の
で
、
公
任
は
妻
子
同
伴
を
認
め
な
い
と
い
う
済
政
の
怒
り
を
宥
め
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
、
済
政
の
言
い
分
に
『
理
』
が
あ
る
、
す
で
に
世
間
に
知
ら

れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
、
世
間
か
ら
誹
諒
さ
れ
な
い
だ
ろ
う
か
、
と
、
栗
原
氏
の
よ

う
な
解
釈
に
な
る
だ
ろ
う
。
記
事
は
す
べ
て
公
任
の
発
言
内
容
、
不
義
が
多
い
こ
と

を
理
由
に
追
い
出
さ
れ
る
の
は
定
頼
、
申
し
訳
な
く
感
じ
る
の
は
公
任
、
静
止
で
き

な
い
の
は
公
任
、
理
が
あ
る
の
は
済
政
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
「
済
政
為
大
弁
陳
多
不
義
」
の
記
事
を
「
済
政
、
大
弁
と
し
て
不
義
多
し

と
陳
ぶ
」
と
読
ん
で
、
「
済
政
は
大
弁
が
自
分
に
対
し
て
不
義
が
多
い
と
陳
べ
て
い

る
」
と
解
釈
す
る
の
は
、
や
や
苦
し
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ま
ず
「
為
」
（
た
め
に
）
で
あ
る
が
、
「
為
」
は
こ
こ
で
は
「

i
に
対
し
て
」
の
意

で
あ
り
、
済
政
を
主
辞
と
す
る
同
じ
用
例
が
『
小
右
記
』
万
寿
二
年
（
一

O
二
五
）

九
月
七
日
条
の
な
か
に
三
つ
あ
る
。
す
な
わ
ち
①
「
済
政
為
上
達
部
放
無
礼
調
事
」
、

②
「
（
済
政
）
為
禅
室
井
我
度
々
致
罵
辱
詞
」
、
③
「
（
済
政
）
為
朝
議
上
達
部
致
無
礼

辞
」
で
あ
り
、
三
例
と
も
主
辞
（
済
政
）
は
賓
辞
（
無
礼
・
罵
辱
）
の
行
為
主
体
で

あ
る
。
『
小
布
記
』
の
中
で
他
に
同
様
の
例
を
求
め
る
と
、
④
永
延
二
年
（
九
八
八
）

二
月
二
十
八
日
条
「
右
府
（
藤
原
為
光
）
為
余
（
実
資
。
以
下
同
じ
）
多
動
議

舌
一
声
々
」
、
＠
正
暦
四
年
（
九
九
三
）
六
月
十
一
日
条
「
（
故
）
彼
相
府
（
為
光
）

為
余
触
事
無
恩
」
、
⑥
「
故
殿
（
実
頼
）
容
顧
相
国
（
為
光
）
、
而
（
相
国
）
為
余

無
一
分
志
」
、
⑦
長
保
元
年
（
九
九
九
）
十
月
三
十
日
条
「
今
日
主
人
（
道
長
）
為
余

有
和
顔
」
、
＠
寛
弘
八
年
（
一

O
一
一
）
七
月
十
九
日
条
「
俊
賢
剥
下
官
近
日
頻

有
議
舌
」
、
＠
長
和
元
年
（
一

O
二
一
）
四
月
十
六
日
条
「
左
大
臣
剥
我
（
コ
一
条
天

皇
）
無
礼
尤
甚
」
、
⑩
寛
仁
一
元
年
（
一

O
一
七
）
十
月
二
日
条
「
帥
（
隆
家
）
為

下
官
芳
心
殊
深
」
、
⑪
万
寿
二
年
（
一

O
二
五
）
二
月
十
三
日
条
「
前
帥
（
隆

一
家
）
為
我
（
敦
儀
親
王
）
有
芳
心
」
、
⑫
万
寿
二
年
十
一
月
十
一
日
条
「
各
（
五
節

舞
姫
献
上
に
出
率
調
進
な
ど
し
た
人
々
）
為
斜
有
芳
心
」
な
ど
が
あ
り
、
す
べ
て
主

辞
は
賓
辞
（
す
べ
て
聾
舌
・
無
礼
・
芳
心
な
ど
鞍
誉
褒
庇
）
の
行
為
主
体
で
あ
り
、
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賓
辞
の
前
に
置
か
れ
た
用
言
（
動
詞
・
形
容
調
）
は
「
有
」
「
無
」
が
多
く
（
＠
＠
⑦

⑧
⑪
⑫
）
、
他
の
動
詞
で
は
「
放
」
（
①
）
、
「
致
」
（
②
③
）
、
「
動
」
（
④
）
が
あ
る
。

「
無
」
以
外
の
形
容
詞
の
場
合
は
賓
辞
の
後
に
付
く
（
⑨
「
尤
甚
」
、
⑩
「
殊
深
」
）
。

問
題
の
記
事
「
多
不
義
」
は
形
容
詞
「
多
」
が
賓
辞
の
前
に
付
い
て
い
る
が
、
後
付

け
と
同
じ
く
「
不
義
多
し
」
と
訓
じ
て
よ
い
。
す
な
わ
ち
「

O
O為
×
×
ム
ム
ム
」

（0
0
・
×
×
は
人
物
）
と
い
う
構
文
の
場
合
、

0
0
が
×
×
に
対
し
て
ム
ム
ム
を

行
う
の
で
あ
っ
て
、
問
題
の
記
事
に
つ
い
て
の
栗
原
氏
の
解
釈
の
よ
う
な
、
。
。

（
済
政
）
が
×
×
（
定
頼
）
の
こ
と
を
ム
ム
ム
（
多
不
義
）
と
す
る
、
と
い
う
用
法

は
み
あ
た
ら
な
か
っ
た
。

こ
こ
で
私
は
「
鎮
」
を
、
底
本
の
「
鎮
」
の
ま
ま
で
読
ん
で
み
た
い
と
思
う
。
し

か
し
「
鎮
」
を
「
し
ず
か
に
」
「
し
ず
め
て
」
な
ど
と
読
む
こ
と
は
で
き
な
い
。
『
小

右
記
』
に
は
、
本
条
の
「
鎮
」
と
同
じ
と
思
わ
れ
る
用
例
が
三
例
あ
る
。
以
下
、
記

事
を
あ
げ
て
解
釈
し
て
み
る
が
、
「
鎮
」
だ
け
は
わ
ざ
と
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
。

第 5号

A
早
旦
訪
送
予
州
刺
史
、
其
病
体
似
邪
気
、
鎮
陳
謬
言
云
々
、

（
寛
弘
二
年
〔
一

O
O五〕

四
月
七
日
条
）

史人

実
資
は
病
床
の
伊
予
守
高
階
明
順
の
も
と
に
見
舞
い
に
や
っ
た
。
病
気
は
邪
気
に

と
り
つ
か
れ
て
い
る
よ
う
だ
つ
た
。
「
鎮
」
に
間
違
っ
た
こ
と
を
口
走
っ
て
い
る
、
と

い
う
こ
と
だ
っ
た
。
こ
の
鎮
を
「
し
ず
か
に
」
と
か
「
し
ず
め
て
」
と
読
む
わ
け
に

は
い
か
な
い
。

B
敦
頼
・
・
・
云
、
鳳
輩
・
葱
花
等
問
、
前
々
不
定
、
為
之
如
何
者
、
予
一
五
、
節

会
行
幸
及
元
三
内
行
幸
用
鳳
輿
、
而
所
司
不
存
前
例
、
鎮
供
鳳
輿
、
又
無
事
啓
、

或
相
府
仰
可
供
鳳
輿
之
由
一
五
々
、

（
長
和
三
年
〔
一

O
一四〕

五
月
十
日
条
）

大
外
記
菅
野
教
頼
が
実
資
に
、
「
行
幸
の
と
き
鳳
輩
を
使
う
か
葱
花
筆
を
使
う
か
、

前
々
か
ら
は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
。
い
か
が
い
た
し
ま
し
ょ
う
」
と
指
示
を
求
め
た
。

実
資
は
、
「
鳳
輿
を
使
う
の
は
節
会
と
正
月
三
が
日
の
行
幸
の
と
き
だ
け
だ
。
な
の
に

担
当
官
司
主
殿
寮
は
前
例
を
わ
き
ま
え
ず
、
「
鎮
」
に
鳳
輿
を
使
っ
て
い
る
」
と
語
っ

た
。
こ
の
鎮
も
「
し
ず
か
に
」
と
か
「
し
ず
め
て
」
と
は
読
め
な
い
。

C
又
案
主
身
人
部
保
武
陣
府
之
間
不
見
、
鎮
住
摂
津
国
、
亦
非
乗
競
馬
之
者
、
可

被
補
者
、
答
云
、
利
延
辞
申
之
由
左
府
有
命
、
不
可
敢
申
左
右
、
又
保
武
能
非

騎
御
馬
之
者
、
就
中
不
仕
者
也
、

（
長
和
三
年
六
月
十
五
日
条
）

右
近
衛
府
の
案
主
身
人
部
保
武
は
陣
（
警
備
担
当
の
月
華
門
H
右
近
衛
陣
）
に
も

府
（
右
近
衛
府
庁
舎
）
に
も
勤
務
せ
ず
、
「
鎮
」
に
摂
津
国
に
居
住
し
て
お
り
、
競
馬

の
乗
尻
を
勤
め
る
者
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
替
り
を
補
任
し
ま
し
ょ
う
か
。
こ
の
鎮
も

「
し
ず
か
に
」
と
か
「
し
ず
め
て
」
と
は
読
め
な
い
。

そ
こ
で
『
諸
橋
大
漢
和
辞
典
』
で
「
鎮
」
を
引
い
て
み
る
と
、
一
一
番
目
の
意
味

に
「
つ
ね
に
、
な
が
く
」
を
あ
げ
、
用
例
と
し
て
『
紅
楼
夢
』
の
「
鎮
日
無
心
、
鎮

日
開
」
（
つ
ね
に
日
心
な
く
、
つ
ね
に
日
間
か
な
り
）
の
一
節
を
あ
げ
て
い
る
。
最
近
、

『
将
門
記
』
を
読
み
直
し
て
い
て
、
「
（
藤
原
玄
明
）
鎮
奪
往
還
之
物
、
為
妻
子
之

稔
」
の
一
節
に
出
く
わ
し
た
。
真
福
寺
本
・
楊
守
敬
旧
蔵
本
と
も
に
「
鎮
に
往
還

に
ぎ
は
ひ

の
物
を
奪
ひ
て
妻
子
の
稔
と
な
し
」
と
訓
じ
、
岩
波
思
想
大
系
本
頭
注
は
『
金
光

明
最
勝
王
経
音
義
』
に
「
鎮
、
ツ
ネ
ニ
、
止
己
之
奈
」
と
あ
る
と
す
る
。

『
小
右
記
』
の

A

I

C

の
「
鎮
」
も
「
つ
ね
に
」
と
読
む
の
が
一
番
し
っ
く
り

す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
A
は
邪
気
に
取
り
想
か
れ
「
つ
ね
に
」
謬
言
を

口
走
っ
て
い
る
、

B
は
節
会
で
も
な
い
の
に
「
つ
ね
に
」
鳳
輿
を
使
っ
て
い
る
、

C

は
陣
に
も
本
府
に
も
勤
務
せ
ず
「
つ
ね
に
」
摂
津
国
に
居
住
し
て
い
る
、
と
解
釈
す

る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
問
題
の
記
事
の
「
済
政
為
大
弁
鎮
多
不
義
」
も
同
様
で
あ
り
、
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前
記
し
た
「
O
O為
×
×
ム
ム
ム
」
の
用
法
に
照
ら
し
合
わ
せ
れ
ば
、
「
済
政
、
大
弁

の
た
め
に
つ
ね
に
不
義
多
し
」
と
読
む
べ
き
で
あ
る
。
前
記
の
「
為
」
の
用
法
に
し

た
が
え
ば
、
主
辞
「
済
政
」
は
賓
辞
「
多
不
義
」
の
行
為
主
体
で
あ
る
か
ら
、
問
題

の
記
事
を
訳
せ
ば
「
済
政
は
定
頼
に
対
し
て
つ
ね
に
不
義
が
多
い
」
と
す
る
の
が
妥

当
で
あ
る
言
号
済
政
の
放
言
癖
・
罵
辱
癖
か
ら
考
え
て
、
済
政
が
邸
内
で
つ
ね
に
定

頼
を
罵
辱
し
て
い
た
こ
と
が
容
易
に
想
像
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

次
に
「
済
政
為
大
弁
鎮
多
不
義
、
亦
有
無
面
白
之
事
等
」
の
「
有
無
面
白
之
事

等
」
に
つ
い
て
み
て
い
こ
う
。
築
原
氏
の
解
釈
で
は
、
「
定
頼
が
済
政
に
対
し
て
合
わ

せ
る
顔
が
な
い
よ
う
な
恥
ず
か
し
い
行
い
を
し
た
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し

『
小
右
記
』
の
用
例
を
み
る
と
、
長
徳
三
年
（
九
九
七
）
四
月
十
七
日
条
「
剰
剥

（
花
山
）
院
太
無
面
白
」
は
、
院
司
ら
の
濫
行
が
花
山
院
に
対
し
て
体
面
を
傷
つ
け

た
（
花
山
院
に
恥
を
か
か
せ
た
て
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
寛
弘
五
年
（
一

O
O八）

十
二
月
十
五
日
条
「
剥
則
樹
太
無
面
白
」
は
、
内
裏
御
仏
名
の
初
夜
御
導
師
を
勤
め

る
は
ず
だ
っ
た
日
歓
が
一
条
天
皇
の
突
然
の
仰
せ
に
よ
っ
て
降
板
さ
せ
ら
れ
た
こ
と

が
「
日
歓
に
対
し
て
非
常
に
体
麗
を
傷
つ
け
、
恥
を
か
か
せ
た
」
の
で
あ
り
、
長
元

元
年
（
一

O
二
八
）
七
月
四
日
条
「
近
日
無
宜
府
生
、
従
役
之
間
剥
刺
無
面
目
」
は
、

右
近
衛
府
に
有
能
な
府
生
が
い
な
い
の
で
、
宮
廷
儀
礼
で
府
生
が
任
務
に
つ
く
と
右

近
衛
府
に
対
し
て
体
面
を
傷
つ
け
恥
を
か
か
せ
る
こ
と
に
な
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
三
例
と
も
「
O
O為
×
×
無
面
白
」
で
あ
り
、

0
0が
原
因
に
な
っ
て
、
×
×

が
世
間
に
対
し
て
面
目
を
失
う
の
で
あ
る
。
翻
っ
て
「
済
政
為
大
弁
鎮
多
不
義
、
亦

有
無
面
白
之
事
等
」
の
構
文
に
お
い
て
、
「
鎮
多
不
義
」
と
「
亦
有
無
面
白
之
事
等
」

は
「
為
大
弁
」
に
対
し
て
並
列
の
関
係
に
あ
る
か
ら
、
「
無
面
目
」
を
問
題
に
し
て
い

る
こ
こ
で
は
、
「
鎮
多
不
義
」
を
は
ず
し
て
「
済
政
為
大
弁
有
無
面
白
之
事
等
」
す
な

わ
ち
前
記
三
例
と
同
じ
「
O
O為
×
×
無
面
白
」
の
か
た
ち
に
し
て
、
解
釈
す
る
こ

と
が
可
能
に
な
る
。
先
の
三
例
に
し
た
が
え
ば
、
済
政
が
定
頼
に
対
し
て
面
白
を
失

わ
せ
る
（
世
間
に
恥
を
か
か
せ
る
）
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

公
佳
が
済
政
に
面
目
な
い
と
感
じ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
放
言
癖
・

罵
辱
癖
の
あ
る
済
政
な
ら
、
定
頼
が
世
間
に
顔
向
け
で
き
な
く
な
る
よ
う
な
罵
辱
を

し
て
ぜ
ん
ぜ
ん
お
か
し
く
な
い
。

こ
う
し
て
あ
ら
た
め
て
『
小
右
記
』
記
事
を
引
用
し
て
私
の
解
釈
を
示
せ
ば
、
次

の
よ
う
に
な
ろ
う
。

｛

藤

車

公

柾

】

〈

庫

原

電

欄

V

晩
頭
按
察
立
寄
談
話
之
問
時
刻
多
廻
、
左
大
弁
去
本
処
可
住
四
条
宮
、
焼
亡

之
後
無
可
然
之
屋
、
亦
有
三
間
廊
、
可
住
件
廊
者
、
但
不
可
具
妻
子
、
配
が
為

Amz 

大
弁
銅
多
不
義
、
亦
有
無
面
目
之
事
等
、
不
可
制
止
、
刑
倒
制
剖
叶
．
剖
刈
剖

外
聞
欺
、
無
誹
詩
欺
、

（
『
小
右
記
』
万
寿
二
年
［
一

O
二
五
］
八
月
二
十
四
日
条
）

八
月
二
十
四
日
の
宵
の
口
、
権
大
納
言
公
任
が
訪
ね
て
き
て
二
人
で
何
時
間
も
話

し
込
ん
で
し
ま
っ
た
。
公
任
は
「
定
額
が
自
身
の
済
政
邸
を
出
て
我
が
家
の
四
条
宮
に

帰
っ
て
く
る
こ
と
に
な
っ
た
。
我
が
家
は
火
事
の
あ
と
な
の
で
、
定
頼
を
住
ま
わ
せ

る
適
当
な
建
物
が
な
い
が
、
三
間
廊
が
あ
る
の
で
と
り
あ
え
ず
あ
そ
こ
に
住
ま
せ
よ

う
と
思
っ
て
い
る
」
と
語
っ
た
。
た
だ
し
妻
子
は
連
れ
て
来
さ
せ
な
い
。
済
政
は
定

頼
に
対
し
て
い
つ
・
も
義
を
欠
く
言
動
を
繰
り
返
し
、
定
頼
の
体
面
を
演
さ
れ
る
こ
と

も
多
々
あ
り
、
も
う
我
慢
で
き
な
い
か
ら
妻
子
を
連
れ
ず
に
済
政
邸
を
出
る
と
い
う

定
頼
の
決
断
を
思
い
と
ど
ま
ら
せ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
公
任
の
話
を
聞

い
て
実
資
は
、
公
任
が
語
っ
た
定
頼
の
帰
住
に
つ
い
て
、
も
っ
と
も
だ
と
思
っ
た
。

同
時
に
実
資
は
、
定
頼
が
済
政
邸
を
飛
び
出
す
こ
と
が
世
間
の
人
た
ち
の
聞
に
も
う

広
ま
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
、
誹
請
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
、
心
配
し
た
。

傍
線
部
「
所
陳
有
理
」
以
下
は
、
実
資
の
感
想
・
懸
念
で
あ
る
。
私
の
解
釈
で
は

「
不
義
」
を
な
す
の
は
定
頼
で
は
な
く
済
政
な
の
で
あ
り
、
済
政
の
放
一
言
・
罵
辱
に

よ
っ
て
「
面
目
」
を
演
さ
れ
た
の
は
定
頼
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
公
任
は
済
政
邸
に
妻

子
を
残
し
た
ま
ま
定
頼
が
帰
っ
て
く
る
こ
と
に
反
対
し
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
実
資
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表

は
公
任
の
諮
る
話
を
「
理
」
あ
り
と
受
け
止
め

た
。
実
資
は
定
頼
が
済
政
邸
を
飛
び
出
し
て
実

家
四
条
宮
に
帰
っ
た
こ
と
で
、
世
間
が
誹
諦
中

傷
す
る
こ
と
を
心
配
し
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
て
栗
原
氏
の
史
料
解
釈
と
は
正
反

対
と
言
っ
て
い
い
ほ

r大
き
く
異
な
る
実
情

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
定
頼
の
実
家
帰
住
の

直
接
の
要
因
は
、
第
済
政
が
婿
定
頼
に
対
し

て
放
言
・
篤
．
辱
・
誹
諦
中
傷
な
ど
耐
え
が
た

い
雷
動
を
し
て
い
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
も
っ

と
も
こ
れ
は
実
資
が
同
情
し
た
公
任
・
定
額

父
子
の
言
い
分
で
あ
り
、
済
政
か
ら
す
れ
ば
、

世
間
か
ら
評
価
さ
れ
る
定
頼
の
歌
・
書
・
管

弦
の
「
才
能
」
、
道
長
か
ら
疎
ん
じ
ら
れ
る
定

頼
の
「
僻
怠
」
が
気
に
入
ら
な
か
っ
た
の
で

あ
ろ
う
。

こ
こ
ま
で
書
い
た
あ
と
で
、
満
田
み
ゆ
き

氏
「
相
模
伝
記
考
l
大
江
公
資
・
藤
原
定
頼

と
の
関
係
を
め
ぐ
っ
て

l
」
（
『
和
歌
文
学
研

究
』
四
七
号
一
九
八
三
年
）
を
知
っ
た
。

そ
こ
に
は
「
『
済
政
為
大
弁
陳
多
不
義
、
亦
有

無
面
目
之
事
等
』
と
息
子
に
科
な
し
と
す
る

公
任
の
語
気
を
信
じ
れ
ば
定
頼
夫
妻
の
危
機

は
義
父
・
済
政
に
起
因
す
る
よ
う
だ
」
「
〈
済

政
放
書
記
事
な
ど
か
ら
）
済
政
が
定
頼
別
居

の
原
因
に
な
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

公
任
の
言
葉
は
多
少
の
身
般
演
は
差
し
引
い

て
も
、
な
お
真
相
に
近
い
と
言
え
よ
う
」
と
、
こ
れ
ま
で
私
が
構
文
の
用
例
を
い
く

つ
も
あ
げ
な
が
ら
苦
心
し
て
く
ど
く
ど
と
述
べ
て
き
た
解
釈
が
、
い
と
も
さ
ら
っ
と

し
か
も
的
確
に
諮
ら
れ
て
い
る
。
「
陳
」
に
つ
い
て
は
私
見
と
は
違
う
が
（
「
陳
」
で

も
よ
い
よ
う
な
気
が
し
て
き
た
。
「
多
く
の
不
義
を
陳
ぶ
」
と
訓
め
ば
よ
い
）
、
大
筋

は
私
の
解
釈
と
同
じ
で
あ
り
、
私
の
小
論
は
満
岡
氏
の
解
釈
を
な
ぞ
っ
た
に
す
ぎ
な

い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ち
ょ
っ
と
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
。
国
文
学
の
重
厚
な
研
究
を
阜

く
に
参
照
し
な
か
っ
た
こ
と
を
反
省
し
て
い
る
。

お
わ
り
に

1
定
頼
が
妻
子
を
連
れ
て
婦
ら
な
か
っ
た
わ
け

以
上
の
記
事
解
釈
に
よ
っ
て
当
時
の
婚
姻
破
碇
に
対
す
る
社
会
通
念
か
ら
公
任
が

許
可
し
な
か
っ
た
と
い
う
高
群
氏
の
理
解
は
間
違
い
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

そ
れ
で
は
定
頼
が
妻
子
を
実
家
に
連
れ
て
婦
ら
な
か
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。
理
由
は
二

つ
あ
る
だ
ろ
う
。

一
つ
は
、
婿
定
頼
に
立
腹
し
た
男
済
政
が
、
娘
と
孫
（
定
頼
妻
子
）
を
連
れ
て
行

か
れ
る
こ
と
を
拒
ん
だ
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
婿
定
頼
と
男
済
政
の
不
和
の
責
任

を
栗
原
氏
は
定
額
の
無
責
任
さ
だ
け
に
求
め
て
い
る
が
、
済
政
の
罵
辱
放
震
に
い
た

た
ま
れ
な
く
な
っ
た
定
頼
が
飛
び
出
し
た
と
い
う
の
が
真
実
に
近
い
。
連
れ
て
帰
り

た
く
と
も
済
政
に
拒
絶
さ
れ
て
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
同
伴
帰
伎
の
拒
絶
と
い

う
点
だ
け
は
、
栗
原
氏
の
解
釈
が
正
し
か
っ
た
。
も
う
一
つ
は
、
実
家
四
条
宮
が
火

事
で
焼
け
妻
子
と
同
居
す
る
建
物
が
な
か
っ
た
か
ら
同
伴
し
よ
う
に
も
で
き
な
か
っ

た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
理
由
は
、
こ
の
別
居
事
例
が
婚
姻
史
上
の

特
定
の
別
居
（
離
婚
）
形
態
と
し
て
位
麓
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
示
す

も
の
で
あ
る
。
妻
子
を
連
れ
ず
飛
び
出
し
た
こ
と
が
世
間
に
知
れ
た
ら
誹
諒
さ
れ
る

の
で
は
な
い
か
と
実
資
が
心
配
し
て
い
る
の
は
、
官
問
群
氏
の
想
定
と
は
逆
に
、
本
来

な
ら
奏
家
か
ら
帰
住
す
る
際
に
は
妻
子
間
伴
と
い
う
の
が
社
会
通
念
で
あ
っ
た
か
ら

で
あ
ろ
う
。
定
頼
は
聞
が
悪
い
と
き
に
、
崎
潤
と
喧
嘩
を
し
た
も
の
だ
。
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『小右記」こぼれ話

し
か
し
こ
こ
で
定
頼
「
妻
」
の
意
向
が
、
実
資
た
ち
か
ら
も
高
群
・
栗
原
両
氏
か

ら
も
全
然
問
題
に
さ
れ
て
い
な
い
の
は
ど
う
し
て
だ
ろ
う
か
。
別
居
に
つ
い
て
彼
女

の
意
向
は
全
く
顧
慮
さ
れ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
女
性
史
研
究
は
、
こ
の
「
定
頼

の
離
婚
」
の
事
例
か
ら
、
家
父
長
制
の
も
と
で
女
性
の
意
向
が
圧
殺
さ
れ
て
い
た
こ

と
に
目
を
向
け
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
「
う
へ
の
御
も
と
か
れ
ぐ
に
な
り
給
ひ
て
の
ち
、

ひ
め
君
の
み
』
ず
が
き
を
か
き
て
た
て
ま
つ
れ
給
ひ
け
る
返
事
に
」
の
詞
書
を
も
っ

「
あ
さ
ゆ
ふ
に
わ
が
な
で
し
こ
の
花
の
色
を
か
れ
ぐ
に
な
る
そ
で
ぞ
っ
ゆ
け
き
」

（
一
七
八
）
の
歌
は
、
定
頼
と
妻
の
仲
む
つ
ま
じ
か
っ
た
様
子
が
偲
ば
れ
、
妻
と
の

別
れ
が
引
き
裂
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、
妻
に
と
っ
て
も
定
頼
に
と
っ
て
も
本
意
で
は

な
か
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
森
本
氏
は
「
母
に
対
し
て
疎
遠
に
な
っ
た
父
の

も
と
へ
、
幼
い
娘
が
た
ど
た
ど
し
い
字
で
歌
な
ど
書
い
て
送
っ
た
の
で
あ
る
」
、
「
愛

児
へ
の
断
ち
が
た
い
思
い
を
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
『
か
れ
が
れ
に
な
り
給
ひ
て
の

ち
』
と
い
う
表
現
か
ら
す
れ
ば
、
お
そ
ら
く
そ
の
後
ふ
た
た
び
夫
婦
と
し
て
の
生
活

に
戻
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
」
、
「
そ
の
う
ち
妻
は
他
界
し
、
子
女
た
ち
は

父
の
も
と
に
引
き
取
ら
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
す
る
。
「
う
へ
う
せ
給
ひ
て

の
ち
、
わ
か
な
を
入
の
た
て
ま
つ
れ
た
ま
へ
り
け
る
を
見
た
ま
ひ
で
」
の
調
書
を
持

つ
、
「
い
に
し
へ
の
か
た
み
に
つ
め
る
わ
か
な
ゆ
ゑ
見
る
こ
の
め
に
も
み
つ
な
み
だ
か

な
」
の
歌
（
二
一
二
）
は
、
先
だ
っ
た
妻
へ
の
定
頼
の
恋
慕
の
情
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

定
頼
の
四
条
宮
帰
住
の
一
ヶ
月
後
、
案
の
定
、
済
政
は
実
資
に
つ
い
て
放
言
し
た
。

公
任
・
定
頼
に
対
す
る
篤
辱
か
ら
は
じ
ま
っ
て
誹
誘
の
詞
が
実
資
に
及
ん
だ
の
で
あ

ろ
う
。
実
資
の
心
配
し
た
と
お
り
に
な
っ
た
が
、
そ
こ
で
実
資
は
不
気
味
に
沈
黙
を

守
っ
た
。
そ
れ
は
公
任
・
定
頼
を
守
る
こ
と
に
も
繋
が
る
、
小
野
宮
流
の
於
侍
で
あ
っ

た
。
済
政
の
放
言
を
聞
き
知
っ
た
関
白
頼
通
が
あ
わ
て
て
取
り
な
し
、
道
長
が
済
政

を
勘
当
し
済
政
が
実
資
に
資
平
経
由
で
間
接
的
に
謝
罪
す
る
こ
と
で
一
件
は
落
着
し

た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
と
、
済
政
は
公
任
・
定
頼
父
子
に
つ
い
て
放
言
し
に

く
く
な
る
。
実
資
は
、
済
政
放
言
問
題
の
処
理
過
程
で
自
分
の
存
在
感
を
道
長
・
頼

通
そ
し
て
済
政
に
見
せ
つ
け
る
こ
と
で
、
済
政
に
定
頼
罵
辱
を
自
粛
さ
せ
、
定
頼
が

世
間
の
笑
い
も
の
に
な
る
こ
と
か
ら
救
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
後
の
定
頼
と
男
済
政
と
の
関
係
が
ど
う
な
っ
た
の
か
ま
だ
調
べ
が
す
す
ん
で

い
な
い
が
、
妻
家
に
置
き
去
り
に
し
た
こ
の
時
点
で
八
歳
だ
っ
た
男
子
は
成
長
し
て

定
頼
嫡
男
経
家
と
な
り
、
藤
原
教
通
女
を
室
と
し
、
頼
通
庶
子
定
綱
を
養
子
と
し
た
。

父
と
同
じ
く
和
歌
・
管
弦
に
秀
で
、
正
三
位
権
中
納
言
に
ま
で
昇
っ
た
。

こ
の
定
頼
帰
住
問
題
を
女
性
史
や
婚
姻
史
の
な
か
に
ど
う
位
置
づ
け
て
い
い
の
か

私
に
は
わ
か
ら
な
い
が
、
こ
の
事
例
に
つ
い
て
の
高
群
氏
の
解
釈
も
栗
原
氏
の
解
釈

も
ど
ち
ら
も
正
し
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
ま
た
こ
の
事
例
に
よ
る
栗
原
氏
の
高
群

婚
姻
史
批
判
も
的
を
射
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
か
く
い
う
私
は
、
婚
姻
史
の
勉
強

も
せ
ず
、
定
頼
に
つ
い
て
の
国
文
学
の
評
伝
に
も
あ
た
ら
ず
に
、
筆
の
お
も
む
く
ま

ま
書
き
殴
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
こ
で
は
「
こ
ぼ
れ
話
」
と
い
う
こ
と
で
許
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
し
て
、
後
日
、
機
会
を
み
つ
け
て
補
正
し
た
い
。

（二

O
一
三
年
八
月
二
八
日
成
稿
、

一
O
月
八
日
補
訂
）

駐

( 94) 

（1
）
『
平
安
時
代
史
事
典
』
（
角
川
書
店
一
九
九
四
年
）
「
藤
原
定
頼
」
（
島
回
良

二
氏
執
筆
）
、
横
野
贋
蔵
編
司
平
安
人
名
辞
典
l
長
保
二
年
l
』
（
高
科
書
店
一

九
九
三
年
）
、
永
積
安
明
校
訂
『
十
訓
抄
』
（
岩
波
文
庫
一
九
四
二
年
）
な
ど
参

照
。
い
っ
た
ん
脱
稿
し
た
あ
と
、
村
瀬
敏
夫
「
藤
原
公
任
停
の
研
究
」
（
『
東
海
大

学
紀
要
』
二
号
一
九
五
九
年
）
、
森
本
元
子
『
私
家
集
の
研
究
』
（
明
治
書
院

一
九
六
六
年
）
第
一
章
「
『
定
頼
集
』
に
関
す
る
論
考
」
、
柏
木
由
夫
「
藤
原
定
頼

年
譜
考
ー
そ
の
前
半
生
に
つ
い
て

l
」
（
鈴
木
一
雄
編
『
平
安
時
代
の
和
歌
と
物

語
』
桜
楓
社
一
九
八
三
年
）
、
同
「
藤
原
定
頼
年
譜
考
ー
そ
の
後
半
生
に
つ
い
て

l
」
（
『
大
妻
国
文
』
二
四
号
・
二
五
号
一
九
九
三
年
・
一
九
九
四
年
）
、
古
瀬
雅

義
「
自
撰
本
『
定
頼
集
』
の
成
立
と
そ
の
背
景
」
（
『
国
文
学
致
』
一
二
六
号
一

九
九

O
年
）
な
ど
、
国
文
学
の
重
厚
な
研
究
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
で
き
る
だ



け
本
論
に
取
り
入
れ
よ
う
と
努
め
た
が
、
成
功
し
て
は
い
な
い
。
他
日
を
期
し
た
い
。

定
頼
の
生
年
は
正
暦
三
年
（
九
九
二
）
説
（
『
公
卿
補
任
』
）
と
正
暦
六
年
（
九
九

五
）
説
（
村
瀬
氏
・
柏
木
氏
ら
）
が
あ
り
、
辞
典
類
は
後
者
に
拠
っ
て
い
る
。

（2
）
高
群
逸
枝
『
招
婿
婚
の
研
究
一
』
（
『
高
群
逸
枝
全
集
』
第
2
巻

理

論

社

一
九
六
六
年
）

（3
）
前
掲
註
｛
2
）
高
群
『
招
婿
婚
の
研
究
一
』
第
七
章
第
七
節
「
純
婿
取
婚
期
の

離
婚
」

（4
）
『
平
安
時
代
の
離
婚
の
研
究
』
第
四
章
第
二
節
「
平
安
中
期
」
（
弘
文
堂
一

九
九
九
年
）

（5
）
私
に
は
婚
姻
史
・
女
性
史
に
つ
い
て
論
評
す
る
資
格
は
な
い
の
で
、
本
記
事

の
理
解
に
つ
い
て
だ
け
批
評
す
る
に
と
ど
め
る
。
な
お
服
藤
早
苗
「
書
評
栗
原

弘
著
『
平
安
時
代
の
離
婚
の
研
究
』
」
（
『
総
合
女
性
史
研
究
』
一
九
号
二

0
0

二
年
）
が
栗
原
説
を
批
判
的
に
論
評
し
て
お
り
有
益
で
あ
る
が
、
本
事
例
に
つ
い

て
の
コ
メ
ン
ト
は
な
い
。

（6
）
こ
の
挿
話
は
、
前
掲
古
瀬
註
（
1
）
論
文
で
知
っ
た
。
古
瀬
氏
は
定
頼
の
塾
居

期
間
を
、
『
小
右
記
』
な
ど
に
蔵
人
頭
と
し
て
の
活
動
が
見
ら
れ
な
い
寛
仁
三
年

（一

O
一
九
）
後
半
と
し
、
こ
の
聾
居
期
間
に
自
宅
に
積
も
っ
て
自
撰
本
『
定
頼

集
』
を
編
集
し
た
と
推
測
す
る
。
こ
の
自
宅
と
は
済
政
邸
で
あ
り
、
自
宅
に
鰭
も

る
婿
定
頼
と
男
済
政
が
ど
の
よ
う
に
接
し
て
い
た
の
か
興
味
深
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（7
）
い
つ
も
座
右
に
置
い
て
便
益
を
蒙
っ
て
い
る
の
で
恐
縮
で
あ
る
が
、
前
掲
註

（
1
）
横
野
『
平
安
人
名
辞
典
』
「
藤
原
定
頼
」
の
項
。

（8
）
同
様
の
用
例
に
、
『
小
右
記
』
万
寿
四
年
（
一

O
二
七
）
十
二
月
十
六
日
条

（
実
資
が
）
「
以
別
納
所
米
施
給
僧
俗
男
女
、
是
窮
困
無
頼
者
等
也
」
（
困
窮
し
て

頼
る
者
が
な
い
て
同
長
元
四
年
（
一

O
三
一
）
七
月
七
日
条
「
（
実
資
家
家
司
）

（
源
｝

1
1
1
1
1

知
道
被
定
広
瀬
使
、
・
・
－
但
無
頼
者
難
勤
遠
使
乎
」
（
頼
る
者
が
な
い
の
で
広
瀬

使
を
勤
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
）
が
あ
る
。

（9
）
以
下
、
斎
院
模
祭
料
お
よ
び
済
政
紅
花
辞
退
問
題
に
つ
い
て
は
、

2 0 1 3 第 5号史人

拙
稿
「
摂

関
期
の
斎
院
膜
祭
料
と
王
朝
国
家
の
財
政
構
造

l
『
小
右
記
』
を
中
心
に

l
」

（
『
九
州
史
学
』
一
五
六
号
二

O
一
O
年
）
参
照
。

（
叩
）
名
例
律
不
義
条
で
い
う
「
不
義
」
は
八
虐
の
八
つ
め
で
あ
り
、
本
主
・
本
国

守
・
師
を
殺
し
た
り
、
史
生
使
部
以
下
が
所
属
官
司
五
位
以
上
長
官
を
殺
す
な
ど

の
重
罪
を
指
す
の
で
、
下
の
者
（
こ
こ
で
は
婿
定
頼
）
の
上
の
者
（
こ
こ
で
は
男
済

政
）
に
対
し
て
道
に
背
く
行
為
を
し
た
と
思
い
が
ち
で
あ
る
。
し
か
し
『
小
右

記
』
の
用
例
を
み
る
と
、
長
保
元
年
（
九
九
九
）
十
月
十
二
日
条
に
「
改
葬
暇
可

請
七
小
目
、
然
而
近
代
不
此
間
出
仕
似
不
義
、
仇
請
治
病
偲
」
、
長
和
二
年
（
一

O

二
二
）
七
月
十
四
日
条
に
「
若
内
令
禁
穣
、
外
聞
可
無
使
、
可
謂
不
義
、
似
背
文

法
欺
、
以
不
参
可
為
善
、
必
有
誘
難
欺
如
何
」
が
あ
る
。
前
者
は
、
実
資
が
亡
妻

椀
子
女
王
の
改
葬
に
あ
た
っ
て
改
葬
暇
は
七
日
間
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

近
代
で
は
改
葬
暇
の
期
間
出
仕
し
な
か
っ
た
ら
「
不
義
」
と
み
な
さ
れ
る
の
で

「
治
病
偲
」
を
と
っ
た
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
後
者
は
友
少
将
定
頼
が
外
祖
父

昭
平
親
王
の
暇
内
で
あ
る
の
に
天
皇
の
召
し
に
よ
り
相
撲
召
合
に
出
仕
し
よ
う
と

し
て
い
る
こ
と
に
対
し
、
父
公
任
が
実
資
に
意
見
を
求
め
、
実
資
は
、
も
し
天
皇

が
定
頼
の
曲
怖
を
禁
じ
た
と
し
て
も
、
外
聞
は
よ
く
な
い
し
「
不
義
」
で
あ
り
規
範

に
違
反
し
て
い
る
し
、
出
仕
し
な
い
の
が
よ
い
、
出
仕
し
た
ら
必
ず
詩
難
が
あ
る

だ
ろ
う
、
と
回
答
し
た
。
い
ず
れ
も
宮
廷
社
会
で
非
難
さ
れ
る
正
し
く
な
い
行
為

と
い
う
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
。
本
記
事
は
、
済
政
が
定
頼
に
対
し
て
正
し
く
な

い
行
為
（
放
言
・
罵
辱
）
を
行
っ
て
い
る
、
と
解
釈
で
き
る
。

( 95 ) 

（
付
記
）
小
論
は
最
初
「
定
頼
の
離
婚
」
と
い
う
表
題
で
準
備
し
て
い
た
が
、
執
筆

す
る
な
か
で
、
こ
れ
を
離
婚
と
言
っ
て
い
い
の
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
く
な
っ
た
の
で
、

表
題
・
本
文
と
も
に
離
婚
の
語
を
他
の
語
に
置
き
換
え
た
。
な
お
、
本
稿
は
、
中
国

新
聞
カ
ル
チ
ャ
ー
教
室
の
二

O
O六
年
五
月
二
七
日
の
講
義
で
史
料
B
を
、
同
年
一

一
月
四
日
の
講
義
で
史
料
C
を
読
ん
で
、
「
鎮
」
を
「
つ
ね
に
」
と
読
む
こ
と
を
知
っ

た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
構
想
し
た
も
の
で
あ
る
。


